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研究成果の概要（800文字以内） 

2022年度はキラルな外形をもつ結晶を与える化合物として、ヒドロベンゾイン、アスパラギン、γー

グロン酸ラクトンの結晶化とその外形観察、分析方法の検討を行った。結晶化では、いずれの化合

物も溶液を一定温度で静置する手法を行ったものの、結晶の大きさにばらつきが大きく安定して観

察に最適な結晶を得ることができなかった。そこで、溶液を室温下、撹拌し続けることで結晶化を行

った。この手法によりサイズが均一な結晶を得ることができた。しかしながら結晶の大きさが 10 um

程度の結晶となり非常に小さく、顕微鏡下を用いても人間の目で右型と左型を判別するには時間

がかかる作業となってしまった。ラベリング作業に適さない顕微鏡写真となってしまったため、結晶

の調製条件の検討を再度進めている。一方で、結晶中の鏡像異性体過剰率の分析方法はいずれ

も HPLCを用いた分析条件を決定した。 
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